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(54)【発明の名称】 カラー液晶表示装置

(57)【要約】
【課題】低コストを達成するとともに、作業者が異常を
容易に認識し得るようにしたカラー液晶表示装置を提供
する。
【解決手段】複数本の走査電極が形成された走査基板
と、複数本の信号電極が形成された信号基板とを、走査
電極と信号電極とが直交するように液晶を介して対向さ
せ、さらにカラーフィルターを配設し、各走査電極は走
査ドライバ３に接続し、各信号電極は信号ドライバ２に
接続した単純マトリクス型のカラー液晶表示装置におい
て、全面単色表示のための表示データを生成する全面単
色表示データ生成回路９と、機器本体の異常を検出する
異常検出信号を受け、異常検出期間中、周期的に反転す
るロジック信号を出力する切換信号生成回路１０と、切
換信号に対応して全面単色表示データと通常データを周
期的に切り換えるように表示データ信号を制御するデー
タ切換回路８とを設けている。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】透明基板上に複数本の走査電極が形成され
た走査基板と、他の透明基板上に複数本の信号電極が形
成された信号基板とを、走査電極と信号電極とが直交す
るように液晶を介して対向させ、さらにカラーフィルタ
ーを配設し、各走査電極は走査ドライバに接続し、各信
号電極は信号ドライバに接続し、これら走査ドライバと
信号ドライバに対し通常データを送って表示せしめるよ
うに成すとともに、この通常データを発送する機器本体
に組込まれる単純マトリクス型のカラー液晶表示装置に
おいて、全面単色表示のための表示データを生成する全
面単色表示データ生成回路と、機器本体の異常を検出す
る異常検出信号を受け、異常検出期間中、周期的に反転
するロジック信号を出力する切換信号生成回路と、前記
切換信号に対応して全面単色表示データと通常データを
周期的に切り換えるように表示データ信号を制御する表
示データ信号制御手段とを設けたことを特徴とするカラ
ー液晶表示装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は単純マトリクス型カ
ラー液晶表示装置に関するものであり、特にＦＡ市場に
てアラーム機能として有効なカラー液晶表示装置に関す
るものである。
【０００２】
【従来の技術】図６は単純マトリクス型の液晶表示装置
の概略構成を示す図である。この液晶表示装置を構成す
る液晶パネル１は、透明基板上に平行に複数本の走査電
極６が形成された走査基板と、他の透明基板上に平行に
複数本の信号電極５が形成された信号基板を、走査電極
６と信号電極５が直交するように対向させ、双方の基板
間にネマチック液晶を介在させ、走査電極６と信号電極
５との各交点でもってマトリックス状に画素４を形成し
ている。
【０００３】各走査電極６は走査ドライバ３に接続さ
れ、各信号電極５は信号ドライバ２に接続される。
【０００４】上記構成の液晶表示装置をカラー表示用に
する場合には、隣接した３画素の各画素上にＲ、Ｇ、Ｂ
のカラーフィルターを配設し、これによってカラー表示
を行う。
【０００５】また、液晶表示装置の裏面には、光源とし
てバックライトを配設する。
【０００６】液晶パネルの駆動は各種表示制御と、表示
データ信号とによって点灯させる画素の選択を行い、そ
の選択画素に対し駆動用電圧を印加することで液晶を駆
動し、画面表示させているが、走査ドライバ３は、図６
における上方より順次走査電極を選択し、走査電極選択
電圧を印加する。信号ドライバ２については、走査電極
の選択に合わせて、点灯させる画素の列の信号電極には
ＯＮ（オン）電圧、非点灯の画素の列の信号電極にはＯ
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ＦＦ（オフ）電圧を印加する。
【０００７】さらに液晶に印加する電圧は、液晶の劣化
を防止する目的で、適当な周期で極性を逆転させる交流
駆動を行う。
【０００８】液晶パネルの駆動をさらに述べると、ＦＲ
Ｍ信号は走査ドライバ３に送られ、第１走査電極の選
択、すなわち走査開始タイミングを与える信号である。
【０００９】ＬＯＡＤ信号は、走査ドライバ３および信
号ドライバ２に送られ、両ドライバを同期させて出力す
るタイミングを与える信号である。
【００１０】ＣＰは、信号ドライバに表示データ信号を
取り込むためのクロックである。ＤＦは液晶を交流駆動
するための交流周期を与えるタイミング信号である。Ｄ
０～Ｄｎは表示データ信号で、通常、複数ビットがパラ
レルで信号ドライバ２に送られ、１ビットが１画素のＯ
Ｎ／ＯＦＦ情報を与える。
【００１１】電源回路７は、液晶を駆動するための走査
電極選択電圧およびＯＮ電圧、ＯＦＦ電圧を生成し、各
ドライバ２、３に供給している。
【００１２】従来、上記構成の液晶表示装置を搭載した
機器において、この機器で発生した異常を液晶表示装置
を使い作業者に知らせる場合、警告メッセージを画面に
表示して作業者に知らせる方法があった。
【００１３】しかしながら、作業者が離れた場所にいる
時には警告メッセージに気づかない等の問題があった。
【００１４】これに対して、特開平３－１７２９９９号
によれば、液晶表示パネルの背面に複数色表示が可能な
バックライトを設け、機器の異常を検出した時、バック
ライトの表示色を切り換える方法が提案されている。
【００１５】図７は特開平３－１７２９９９号にて提案
されたＬＥＤバックライトである。
【００１６】このＬＥＤバックライトには白色ＬＥＤと
赤色ＬＥＤが設けられ、白色スイッチＡと赤色スイッチ
Ｂの切換制御により切換えられて発光するように制御さ
れている。通常時には、白色ＬＥＤのスイッチＡがＯＮ
されバックライトが白色に点灯する。機器の異常発生が
検出されると、白色ＬＥＤのスイッチＡがＯＦＦし、赤
色ＬＥＤのスイッチＢがＯＮし、バックライトが赤色に
点灯する。異常が解除されると、赤色ＬＥＤのスイッチ
ＢがＯＦＦし、再び白色ＬＥＤのスイッチＡがＯＮして
通常動作にもどる。このように液晶表示装置のバックラ
イトによって、異常時の警告を行うようにしたことによ
り、異常発生を的確に作業者に伝えることができる。
【００１７】
【発明が解決しようとする課題】しかしながら、特開平
３－１７２９９９号のＬＥＤバックライトによれば、複
数色表示可能なバックライトにしたことで、発光源が各
色毎に必要となり、そのため必然的に高価になるという
不具合が生じる。
【００１８】本発明は叙上に鑑みて完成されたものであ
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り、その目的は低コストを達成するとともに、作業者が
異常を容易に認識し得るようにしたカラー液晶表示装置
を提供することにある。
【００１９】
【課題を解決するための手段】本発明のカラー液晶表示
装置は、透明基板上に複数本の走査電極が形成された走
査基板と、他の透明基板上に複数本の信号電極が形成さ
れた信号基板とを、走査電極と信号電極とが直交するよ
うに液晶を介して対向させ、さらにカラーフィルターを
配設し、各走査電極は走査ドライバに接続し、各信号電
極は信号ドライバに接続し、これら走査ドライバと信号
ドライバに対し通常データを送って表示せしめるように
成すとともに、この通常データを発送する機器本体に組
込まれる単純マトリクス型の装置構成において、全面単
色表示のための表示データを生成する全面単色表示デー
タ生成回路と、機器本体の異常を検出する異常検出信号
を受け、異常検出期間中、周期的に反転するロジック信
号を出力する切換信号生成回路と、前記切換信号に対応
して全面単色表示データと通常データを周期的に切り換
えるように表示データ信号を制御する表示データ信号制
御手段とを設けたことを特徴とする。
【００２０】
【発明の実施の形態】本発明の液晶表示装置を図面にて
説明する。図１は本発明の単純マトリクス型の液晶表示
装置の構成を示すブロック図であり、図２は切換信号生
成回路の構成を示すブロック図、図３は単色データ生成
回路９の構成例を示すブロック図、図４はデータ切換回
路８の構成例を示すブロック図、図５は単色データ生成
回路に係るタイミング図である。
【００２１】図１に示す液晶表示装置によれば、１は液
晶パネルであり、この液晶パネル１の走査電極５と信号
電極６にはそれぞれ走査ドライバ３と信号ドライバ２が
接続され、７は電源回路である。そして、各ドライバに
は外部機器からＦＲＭ、ＬＯＡＤ、ＣＰ、ＤＩＳＰ、Ｄ
Ｆなどの制御信号と、電源回路７から液晶駆動電圧が供
給される。
【００２２】この装置をさらに詳述するに、液晶パネル
１は、ガラスなどの透明基板上に平行にＩＴＯなどから
なる複数本の走査電極６が形成された走査基板と、ガラ
スなどの他の透明基板上に平行にＩＴＯなどからなる複
数本の信号電極５が形成された信号基板を、走査電極６
と信号電極５が直交するように対向させている。これら
走査電極６と信号電極５の上にはそれぞれポリイミド樹
脂などからなる配向膜を被覆している。
【００２３】そして、双方の基板間にネマチック液晶を
介在させ、走査電極６と信号電極５との各交点でもって
マトリックス状に画素４を形成している。
【００２４】各走査電極６は走査ドライバ３に接続さ
れ、各信号電極５は信号ドライバ２に接続される。
【００２５】上記構成の液晶表示装置をカラー表示用に
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する場合には、隣接した３画素の各画素上にＲ、Ｇ、Ｂ
のカラーフィルターを配設し、これによってカラー表示
を行う。
【００２６】また、液晶表示装置の裏面には、光源とし
てバックライトを配設する。
【００２７】液晶パネルの駆動は各種表示制御と、表示
データ信号とによって点灯させる画素の選択を行い、そ
の選択画素に対し駆動用電圧を印加することで液晶を駆
動し、画面表示させている。
【００２８】走査ドライバ３は、図１における上方より
順次走査電極を選択し、走査電極選択電圧を印加する。
【００２９】信号ドライバ２については、走査電極の選
択に合わせて、点灯させる画素の列の信号電極にはＯＮ
（オン）電圧、非点灯の画素の列の信号電極にはＯＦＦ
（オフ）電圧を印加する。
【００３０】さらに液晶に印加する電圧は、液晶の劣化
を防止する目的で、適当な周期で極性を逆転させる交流
駆動を行う。
【００３１】液晶パネルの駆動をさらに述べると、ＦＲ
Ｍ信号は走査ドライバ３に送られ、第１走査電極の選
択、すなわち走査開始タイミングを与える信号である。
【００３２】ＬＯＡＤ信号は、走査ドライバ３および信
号ドライバ２に送られ、両ドライバを同期させて出力す
るタイミングを与える信号である。
【００３３】ＣＰは、信号ドライバに表示データ信号を
取り込むためのクロックである。ＤＦは液晶を交流駆動
するための交流周期を与えるタイミング信号である。Ｄ
０～Ｄｎは表示データ信号で、通常、複数ビットがパラ
レルで信号ドライバ２に送られ、１ビットが１画素のＯ
Ｎ／ＯＦＦ情報を与える。
【００３４】電源回路７は、液晶を駆動するための走査
電極選択電圧およびＯＮ電圧、ＯＦＦ電圧を生成し、各
ドライバ２、３に供給している。
【００３５】また、８はデータ切換回路であり、９は単
色データ生成回路、１０は切換信号生成回路である。
【００３６】単色データ生成回路９では、全面を単一色
表示するための単色データ信号Ａ，Ｂ，Ｃが生成され、
信号ドライバ２に供給される。
【００３７】また、切換信号生成回路１０は、異常を検
出した時に外部システムから出力される異常検出信号を
受けて、異常検出期間中、データ切換回路８に切換信号
を出力する。
【００３８】データ切換回路８は外部機器から入力され
るデータ信号ＤＩ０～７と単色データ信号Ａ，Ｂ，Ｃ
を、切換信号により切り換えて、信号ドライバ２に８ビ
ットのデータ信号ＤＯ０～７として出力する。８ビット
のデータ信号ＤＯ０～７は各ビットが１画素のＯＮ／Ｏ
ＦＦデータに相当し、信号電極X0、X1、X2、X3、・・・
の順にR0、G0、B0、R1、・・・のデータが割り当てられ
る。
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【００３９】図２は切換信号生成回路１０の構成を示す
ブロック図である。
【００４０】ＪＫＦＦ１５は表１の真理値表に従い動作
する。
【００４１】
【表１】

【００４２】発振回路１１から出力されたクロックをカ
ウンタ１２でカウントし、カウント値がデコーダａ１３
の値に達したらＪＫＦＦ１５はＨを出力する。また、カ
ウント値がデコーダｂ１４の値に達したらＪＫＦＦ１５
はＬを出力する。デコーダａ１３、デコーダｂ１４の値
の設定によって、Ｈ、Ｌ期間の長さ、また、発振回路１
１の周波数によって、切換周期が調整できる。この切換
周期は数秒程度に設定されるのが望ましい。異常検出信
号は、異常検出期間中Ｈレベル、正常時Ｌレベルの信号
である。最終的に、切換信号生成回路１０はＪＫＦＦ１
５の出力Ｑと異常検出信号の論理積をとり切換信号とし
て出力する。
【００４３】図３は単色データ生成回路９の構成例であ
る。
【００４４】単色データ生成回路９は、ＣＰ信号をクロ
ック、ＬＯＡＤ信号をクリア信号とするＤＦＦ１、ＤＦ
Ｆ２、ＤＦＦ３のＱおよびその反転であるＱ－の出力を
ＡＮＤとＯＲで構成された論理ゲートを通すことによ
り、図５のＡ、Ｂ、Ｃのタイミングで動作する信号を得
る。
【００４５】図５のタイミング図によれば、Ａ信号をＤ
Ｏ７、ＤＯ４、ＤＯ１、Ｂ信号をＤＯ６、ＤＯ３、ＤＯ
０、Ｃ信号をＤＯ５、ＤＯ２に入力した場合、Ｒの画素
のみにＨレベルが供給されるようになるため、表示は全
面赤色の表示となる。
【００４６】図４はデータ切換回路８の構成の一例であ
る。
【００４７】ＤＩ０～７の８ビットのデータ信号は、
Ａ、Ｂ、Ｃの信号とセレクタ回路に入力される。
【００４８】例えば、ＤＯ７は、切換信号がＬレベルの
とき、ＤＩ７を出力し、切換信号がＨレベルの時、Ａ信
号を出力する。同様に、出力信号（ＤＯ７、ＤＯ６、Ｄ
Ｏ５、ＤＯ４、ＤＯ３、ＤＯ２、ＤＯ１、ＤＯ０）は、
切換信号がＬレベルのとき、（ＤＩ７、ＤＩ６、ＤＩ
５、ＤＩ４、ＤＩ３、ＤＩ２、ＤＩ１、ＤＩ０）が出力
され、切換信号がＨレベルのとき、（Ａ、Ｂ、Ｃ、Ａ、
Ｂ、Ｃ、Ａ、Ｂ）が出力される。
【００４９】これにより、異常検出中は、切換信号生成

6
回路１０から出力される数秒周期でＨとＬが切り換わる
切換信号により赤色全面表示と通常データ信号を行う
Ａ，Ｂ，Ｃ信号が切換信号の切り換わり周期で、交互に
信号ドライバに送られる。また、正常時は切り替え信号
はＬに固定されるため、常に通常データ信号信号が信号
ドライバに出力される。
【００５０】かくして本発明の液晶表示装置によれば、
異常検出期間中、切換信号の周期で通常表示と赤色全面
表示を繰り返し、正常時には、通常表示を行うことにな
る。
【００５１】
【発明の効果】以上のとおり、本発明のカラー液晶表示
装置によれば、全面単色表示のための表示データを生成
する全面単色表示データ生成回路と、機器本体の異常を
検出する異常検出信号を受け、異常検出期間中、周期的
に反転するロジック信号を出力する切換信号生成回路
と、前記切換信号に対応して全面単色表示データと通常
データを周期的に切り換えるように表示データ信号を制
御する表示データ信号制御手段とを設けたことで、機器
の異常を作業者が容易に認識し得るようになった。そし
て、従来のようなＬＥＤバックライトを使用しなくても
よいことで、低コストが達成できた。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の液晶表示装置の構成を示すブロック図
である。
【図２】本発明に係る切換信号生成回路の構成を示す回
路図である。
【図３】本発明に係る単色データ生成回路の構成を示す
回路図である。
【図４】本発明に係るデータ切換回路の構成を示す回路
図である。
【図５】本発明の動作を示すタイミングチャート図であ
る。
【図６】従来の液晶表示装置の構成を示すブロック図で
ある。
【図７】従来のＬＥＤバックライトの構造を示す説明図
である。
【符号の説明】
１・・・液晶パネル
２・・・信号ドライバ
３・・・走査ドライバ
４・・・画素
５・・・信号電極
６・・・走査電極
７・・・電源回路
８・・・データ切換回路
９・・・単色データ生成回路
１０・・・切換信号生成回路
１１・・・発振回路
１２・・・カウンタ
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１３・・・デコーダａ
１４・・・デコーダｂ *
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*１５・・・ＪＫＦＦ
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【図２】
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